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フェンスの切り詰め方法

• H1200用の場合、端部キャップには大小があります。

キャップ（大）を
取り付け　3箇所

【上部】

【下部】
キャップ（大）を
取り付け　3箇所

1 端部キャップの装着のため、長さを10mm以上残し切断してください。
2 切り詰めたフェンス本体を端部またはコーナー部側に使用してください。
3 切断部に端部キャップ(オプション)を取り付けてください。

H1000以下：端部キャップ(小)
　　H1200：端部キャップ(大)

10mm
以上

端部キャップ(小)

寸法図

※：線材の寸法は塗装処理後の外径寸法です。（　）内は芯径を表します。
　　H1200の場合、ヨコ線材の上下各3本のみ線材φ5.3（φ4.5)となります。
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フェンス本体の取り付け
1 ヨコ線材を柱フック金具に引っかけ、仮固定してください。

フェンス本体

フック金具

ヨコ線材

柱
柱

2 フックボルトでヨコ線材を固定してください。

• フックボルトは、タテ線材部を
避けて固定してください。
タテ線材部には取り付け
できません。

フックボルト

タテ線材

柱

フックボルト
(M5)

フランジ付ナット
(M5)

（Ｍ5）
フックボルト

（Ｍ5）
フランジ付ナット

ヨコ線材

フェンス本体の連結
直線連結部

1 接続金具でタテ・ヨコ線材を
はさみ込んでください。
(接続金具はクリップのように
なっています。)

• 接続金具は、下図の 
方向、位置になるよ 
うに取り付けてくだ 
さい。

タテ線材

ヨコ線材
接続金具

下側に取り付け

2 接続金具をしっかりと閉じ、ねじで固定してください。

中トラスタッピンねじ
(φ4×12)

【上部】

【下部】

【中間】

コーナー連結部

1 コーナー継手と押え金具でフェンスをはさみ、固定してください。
押え金具

コーナー継手

トラス小ねじ
（φ5×8）

道路側

接続金具

接続金具

接続金具

【上部】

【下部】

【中間】

フェンス
高さ中央
または、
中央上部

H1200
の場合
高さ均等

20~200


